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《発表概要》
雨水は、プランター等での植物の栽培に利用されることが多い。しかし、夏季は 200L 程度の
タンクではすぐに足りなくなってしまう。そこで、プランター内部の水分量が簡単に把握でき
れば、植物の生育環境も良くなり、また、雨水を利用する量も節約でき、雨水の利用用途の拡
大が図れると考え、研究を行った結果を発表します。

１．はじめに　“ 雨水は何に使われているか ”
　あの時の雨水タンクはどうなっているでしょうか。雨水タンクはつけたものの、その後あま
り活用されていない例が多く見られます。どうしたら使い続けてもらえるでしょうか。夏の打
ち水以外には、使い道がないと思っているかもしれません。

　雨水の用途で最も使われているのは、植物への水やりで、洗車やトイレの流し水などは、割合
的には少ないと思われます。また水やりの中でも最も多いと思われるのは、植木鉢や家庭菜園
のプランターへの水まきです。

２．方法　“ 節水の工夫がしにくい水やり ”
　一般的な雨水タンクからの水やりは、タンクの水をジョウロなどに移し替える方法が多いと
思います。土の表面が乾いたら、植木鉢やプランターの底部の穴から、水が流れ出るまでたっ
ぷり与えます。これは植物に、水分だけでなく、植木鉢やプランター内に新しい空気を送りこ
むための、必要な作業です。
夏は特に乾くのが早いので、暑い時間帯を避け、朝夕に水やりが必要な日もあります。
そうすると、雨水タンクの水だけではまったく足りません。

３．結果　“ 水やりの節水ができれば、タンクの利用の範囲も広がる ”
　私は７年前から、プランターで緑のカーテンに取り組んできました。そのプランターは、底
に穴がないものだったので、下から水が流れ出ることはありませんでした。
節水はプランターの構造で決まります。穴が底部ではなく、側面にあれば、それが実現できる
のではないかと考えました。
※　一年ごとに植え替えるゴウヤ、キュウリ、ナス、サトイモなどは、年を越して植えている

種類のものと比べれば、根が水につかりっぱなしの時間が短いと言えます。

４．まとめ　“ 植物に必要な分だけ水やりをする仕組みをつくる ”
　　プランター内の水位を、簡単に把握できる仕組みをつくれば、水切れや、やり過ぎによる失

敗もなくなり、節水にもなります。そして、雨水タンクがより活用されるようになります。
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